
帯革孝等居住安定化推準事等の穫塀  
＜国土交通省住宅局説明資料＞   

特定部門  
書及の必手性が古い事♯  

一般部門  
先導性の古い事業  

ハード・ソフトにおいて先導性の  

高い取組  
生活支援サービス付高齢者専用賃貸住宅部門   

生活支援サービス付きの高齢者専用賃貸住宅の整備  

（例）  

・先導性の高い高齢者等の住まい  

の新築■改築  

・高齢者等の住まいに関する情報  
提供一相談業務  

・協働型居住の試み  

・高齢者への安心・見守リサービス  

の提供  

・障害者世帯一子育て世帯の居住の  

安定確保に資する取り組み  

ケア連携型バリアフリー改修体制整備部門   

ケアの専門家と設計者・施工者の連携体制により行われ   

るバリアフリー改修及び体制整備  

公的賃貸住宅団地地域福祉拠点化部門   

公的賃貸住宅団地の福祉拠点化に資する高齢者生活支   

援・障害者支援・子育て支援施設の整備  

平成22年度予算案：160億円   ※選定された事業の助成期間は3年間  



高齢者等居住安定化推進事業一般型  

聯常を薩措だ献雀篭だ崩ず寄算導簡替援葡：ジズ手芸警衛導天草誓願芥謹背ごピモズ警ぷ   

が効率的・効果的に提供される住まいづくり・まちづくりに関する取組みなどを支援（平成22年度より4年間限定）   

●建築工事費等   ：住宅及び高齢者の交流施設等の整備費（補助率：新築等1／10、改修2／3）、設計費（補助率：2／3）   
●技術の検証費   ：居住者実験、社会実験等の技術の検証に要する費用（補助率：2／3）   
●情報提供及び普及費：選定提案に係る情報提供及び普及に要する費用等（補助率2／3）  

▼   



特定部門：公的賃貸住宅団地地域福祉拠点化部門  

＜捕肋率＞   

○高齢者・障害者・子育て生活支援施設、グ   
ループホーム、有料老人ホーム  

新築1／10（上限1，000万円／施設）  
改修1／3（上限1，000万円／施設）  

※ただし、高齢者居住安定確保計画に位置づけら  

れる高齢者生活支援施設、地域住宅計画に位置  
付けられる障害者福祉施設・子育て支援施設に  

ついては、補助率を45％／補助限度額を、原則  
として、団地の戸数に60万円を乗じて得た額又  

は1億円のいずれか少ない額とする   

○高齢者専用賃貸住宅  

新築1／10（上限100万円／戸）  

改修1／3（上限100万円／戸）   

＜事件＞  

○公的賃貸住宅団地内に高齢者生活支援施設等又   

はグループホームを整備するものであること  

○地域住民（当該公的賃貸住宅団地居住者を含む）   

に対して生活相談、介護予防等の取組又はグルー   
プホームなど地域密着型のサービス提供を行うもの   

であること  

○当該公的賃貸住宅団地の管理者が推薦した者で   

あること（住宅管理者自らが公募する場合を除く）  

※当該公的賃貸住宅団地の管理者は入居者募集上の配慮、   
バリアフリー化等に努めること  

＜オプション＞  

○高齢者専用賃貸住宅、有料老人ホームを合築・   
併設する場合は新築・改修真にも補助  



高齢者等居住安定化推進事業の提案に関する手続きの流れ  

提案者   評価委員会事務局   都道府県   市町村   

一般部門  ③提案  ④推薦の  確認  
▲■■． ▼  

②癌薦   
」■■．   

①推薦依頼   

」■■  

特定部門  

（1）生活支援  ①提案  

サービス付高  ▲l■■  

齢者専用賃  

貸住宅部門  

（2）ケア連携  

型バリアフ 

（1）の場合   

リー改修体制  
④高円賃登録   

整備部門  
（補助金の完了実績報告まで）   

（3）公的賃貸  ③提案  ④計画  位置付けあ製ま、必要に応じ  確認  

ヽ   

域福祉拠点  
②推薦又は承諾  

化部門  ①推薦又は承藷依頼   
▼  

地域優良王貰住  ③提案  

宅  
▲■■  

②供給計画の認定  

▲  



県営健軍団地（熊本県熊本市）  

公営住宅団地の建替えにあたり、地域の小規模多機能拠点となる  
（子育て、高齢者、 の共生と交流の場）を併設した。  

SRC造9階（一部7階）建て・1棟  

公営住宅50戸  

※引戸、腰掛ベンチの設置など、ユニバーサルデザインに配慮  

1階に福祉施設を併設  

※子育て支援のプレイルーム、高齢者・障害者が通えるデイルーム、   
地域の人々との交洗スペースなど☆  

54～72．9ポ  

26000～92000円／月  
H15～16年度（本体）、H17年度（外構）  

構造規模  

施設特徴  

住戸面積  

家   

建設年度  子育て支援のプレイルーム  

☆地域生活相談窓口  

ヰ夜間一時預かり（ナイトケア）  
障害をもつ当事者によ  

る喫茶一軽食一製品の販  

売等  

高齢者・障害者が通える  
☆デイルーム  

地域住民が立ち寄りや  

すいウッドデッキや交流  

スペース  外観写真  
☆住宅の共用部分等  1階平面図  

☆加齢対応構造等  ☆：高齢者等居住安定化推進事業の補助対象となりうる部分   




